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k a z u n o  n e w s

　

1
月
2
日
、
八
幡
平
地
区
の

大お
お
ひ
る
め
む
ち
じ
ん
じ
ゃ

日
霊
貴
神
社
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
の
大
日
堂
舞
楽
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
日
堂
舞
楽
は
、
大
日
霊
貴

神
社
再
建
の
際
に
、
都
か
ら
下

向
し
た
楽
人
が
舞
っ
た
祝
賀
の
舞

楽
が
起
源
と
さ
れ
、
里
人
に
よ
り

１
３
０
０
年
以
上
伝
承
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

大
里
、
小
豆
沢
、
長
嶺
、
谷
内

の
4
集
落
の
舞
い
手
が
、
地
域
の

平
安
や
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を

祈
願
し
、
7
つ
の
本
舞
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
行
わ
れ
た

勇
壮
な
舞
は
、
早
朝
か
ら
詰
め
か

け
た
多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し

た
。

　

昨
年
12
月
22
日
に
、
映
画
「
デ

イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販

売
開
始
を
記
念
し
て
、
文
化
の
杜

交
流
館
コ
モ
ッ
セ
で
再
上
映
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
映
会
は
、「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ

イ
ト
」
に
加
え
、
山
田
孝
之
さ
ん

の
直
近
の
5
年
間
に
密
着
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
「N

ノ

ー

o
 

P

ペ

イ

ン

a
in

, N
ノ

ー
o
 G

ゲ

イ

ン

a
in

」
の
二
本
立
て

で
行
わ
れ
、
主
演
の
阿
部
進
之
介

さ
ん
と
藤
井
道
人
監
督
ら
に
よ
る
、

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
握
手
・
サ
イ

ン
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
会
場
は

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し

た
。

　

1
月
1
日
と
2
日
の
2
日
間
、

「
か
づ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」
の

黄
金
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
は
、
鹿
角
の
文
化
財
や

観
光
資
源
を
体
感
で
き
る
着
地
型

旅
行
商
品
で
、
黄
金
プ
ラ
ン
は
昨

年
8
月
に
続
き
2
回
目
で
す
。

　

大
日
堂
舞
楽
の
見
学
や
花
輪
ば

や
し
の
実
演
鑑
賞
、
史
跡
尾
去
沢

鉱
山
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

花
輪
ば
や
し
の
本
番
さ
な
が
ら
な

演
奏
は
、
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
第
3
弾
は
3
月
に
「
白

銀
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
ア
ス
ピ
ー

テ
ラ
イ
ン
の
除
雪
見
学
や
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
台
の
見
学
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

　

１
月
４
日
、
鹿
角
市
消
防
出
初

め
式
が
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ

セ
お
よ
び
花
輪
商
店
街
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
モ
ッ
セ
で
の
式
典
で
は
、
無

火
災
を
祈
願
す
る
神
事
や
功
労
者

な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、

花
輪
の
商
店
街
で
は
、
ま
と
い
振

り
の
披
露
や
紅
白
の
餅
ま
き
、
分

列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
多
く
の
市
民
が
詰
め

か
け
、
団
員
の
勇
ま
し
い
姿
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
8
日
、
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ

ス
で
、
小
学
生
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室
「
わ
く
わ
く
土
曜
教

室
ス
ペ
シ
ャ
ル 

２
０
２
０
Ｋ
Ａ
Ｚ

Ｕ
Ｎ
Ｏ
ロ
ボ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
も
の
づ
く
り
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ

う
と
市
と
鹿
角
工
業
振
興
会
が
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
２
つ
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
車
型
ロ
ボ
ッ

ト
を
コ
ー
ス
に
沿
っ
て
走
ら
せ
た

り
、
特
定
の
位
置
で
停
止
さ
せ
た

り
す
る
課
題
の
ク
リ
ア
タ
イ
ム
を

競
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
チ
ー
ム
で
話
し

合
い
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
と
歓
声
を
上

げ
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
月
に
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
工
藤
ト
モ
子
さ
ん
が
再
任
さ
れ
、

法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
不
安
や
悩

み
の
あ
る
方
の
相
談
に
応
じ
た
り
、

人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
手
続

き
の
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
9
人
の
方
が
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
二
火
曜
日
に
、
人
権
擁

護
委
員
と
行
政
相
談
委
員
に
よ

る
総
合
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

悩
み
事
な
ど
お
困
り
の
際
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
は
、

市
民
共
動
課 

共
動
推
進
班
（
☎
30

‐
０
２
０
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

1
月
10
日
に
、
か
づ
の
啓
翁
桜

栽
培
グ
ル
ー
プ
の
関
係
者
が
本
格

的
な
出
荷
開
始
を
報
告
す
る
た
め
、

市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

啓
翁
桜
は
、
温
室
で
促
成
栽
培

す
る
こ
と
で
冬
に
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
が
特
徴
の
桜
で
す
。
正
月
や

各
種
お
祝
い
行
事
の
飾
り
と
し
て

需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
本
市
で

も
栽
培
面
積
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

生
産
団
体
会
長
の
佐
藤
さ
ん
は

「
今
年
は
昨
年
よ
り
も
数
量
・
値
段

と
も
に
良
い
。
鹿
角
は
産
地
の
中

で
も
気
温
が
低
い
た
め
早
く
出
荷

で
き
る
こ
と
か
ら
、
産
地
化
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

無
火
災
を
祈
願

鹿
角
市
出
初
め
式

デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
再

上
映

鹿
角
の
魅
力
を
体
感

プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー

出
荷
報
告

か
づ
の
啓
翁
桜

伝
承
さ
れ
る
勇
壮
な
舞

大
日
堂
舞
楽

モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

ロ
ボ
リ
ン
ピ
ッ
ク

悩
み
事
は
お
気
軽
に

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
状
を
伝
達

まちの話題

広
報
か
づ
の
「
ま
ち
の

話
題
」
掲
載
写
真
は
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
写
真
は
、
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
写
真
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
著
作
権
な
ど
の
関
係
で
提

供
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

　

☎
30
‐
０
２
０
５

人権擁護委員

安倍 憲壱さん（八幡平）

佐々木 忠臣さん（八幡平）

工藤 トモ子さん（尾去沢）

青山 武夫さん（花輪）

瀬川 悦子さん（花輪）

関 真澄さん（花輪）

沢田 正さん（十和田）

木下 フサさん（十和田）

小舘 洋子さん（十和田）


